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京都府キャンプ協会 

２０２４年度基本方針と事業計画（案） 
基本方針 

ここ数年間にわたったコロナ禍は、私たちの生活に対して大きな影響をもたらしました。

それは日常生活のみならず、教育現場においても、また仕事の仕方や業務の在り様など以前

には考えられなかった変化が起こりました。オンラインによる会議や研修会は、今や当たり

前になり、遠隔地の人とも簡単にアクセスできるようになり、いつでも簡単につながれるよ

うになりました。しかし実体験を伴わない、表面的な関係性は十分な満足感を得られること

がなく、豊かな人間性を育むためには、コミュニケーション能力や共感力等の重要性があら

ためて見直され、体験することの大切さが問われる時代にシフトすることが期待されていま

す。 

日本のキャンプ協会においても、今日の時代の変化にあわせた事業展開や組織改革を継続

することは、もはや避けては通れない現実であると言えます。日本キャンプ協会では、「社

会の隅々までキャンプを届けよう」のさらなる実現に向けて、全ての人々の命と人権を尊重

するキャンプ活動を推進するために、会員サービスの向上、事業の精査と質の高い事業の展

開に取組み、新たな役員体制・委員会の編成を行い、安定した協会運営をはかるとしていま

す。 

私たち京都府キャンプ協会も、これまで大切に培ってきた体験活動の素晴らしさをしっか

りと事業の中核に位置付け、新しい時代におけるキャンプの可能性を探究し続け、普及に取

組みます。そして中核となる指導者の養成、事業・組織運営の担い手の獲得をめざします。 

 

事業計画 

Ⅰ．キャンプの活動を発展させ、広めていく事業 

キャンプがもつ様々なチカラを世の中に発信し、キャンプの素晴らしさを体験できる機会を

提供し、キャンプの可能性を社会に伝える働きを展開します。 

特に昨今のキャンプブームのおり、キャンプ愛好者への情報発信等を通じて、キャンプ協会

の周知、活動を広く伝え、指導者への関心を高め、会員として繋げていきます。 

 

１． キャンプに関連する情報の発信 

 日本キャンプ協会会報誌「CAMPING」の発行と、Web サイト、SNS、メールマガジンなどを活用し、

キャンプ情報の発信と収集に努める。 

(１) Web サイトや SNS を通じた情報発信へ（会報誌「CAMPING」からの移行） 

これまで会報誌「CAMPING」を通じて行ってきたキャンプの教育的・社会的意義の考察、キャン

プに関する最新情報、キャンプ指導者養成講習会、キャンプのイベント情報などの発信を、今後は

ペーパーレス化を図り、公式 Web サイトや SNS などの情報ツールを利用して行います。 

(２)Web サイト及び Facebook、Instagram 公式ページの運用 

Web サイトを刷新が完了し、SNS の活用を更に積極的に進め、例会や事業の募集、報告、新着情

報やトピックスなど、キャンプに関する最新情報を幅広く発信する。特に、日本キャンプ協会「グ

ッドキャンパーキャンペーン」の取り組みとの連動をはかる。 
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(３)アニュアルレポートの発行 

 会員や関係団体へ協会の活動報告ツールとしてアニュアルレポート（年次報告書）を発行す

る。 

 

２．他団体と共同で行う事業 

  花背山の家・グリーンフェア 

 

３． 日本キャンプ協会及び近畿圏支部協会との事業連携  

 日本キャンプ協会の中期事業計画である「ビジョン 2025」を全国の都道府県キャンプ協会と連

携し、新たなキャンプムーブメントを展開します。 

 ・アクションプラン①人材の育成－キャンプ愛好者の拡大 

 ・アクションプラン②キャンプ事業推進－新しいキャンプの創造 

 ・アクションプラン③組織基盤の強化 

 

４．「キャンプ安全の日」全国一斉キャンペーンの実施 

 キャンプを楽しく有意義な活動にするためには、キャンプをする一人ひとりの安全意識を高める

ことが常に求められます。安全なキャンプを行うために、全国一斉キャンペーンを展開する。 

・キャンプ安全の日：2024 年 7 月 21 日(日) ※7月第 3日曜日 

・キャンペーン期間：2024 年 7 月 1 日(月)～8月 31 日(土) 

 

５．月例会の実施 

  会員の交流と情報交換、キャンプ技術のブラッシュアップの機会として例会を実施する。 

４月：タケノコ掘りと野外料理   １１月：クリスマスリースづくり 

  ６月：ＳＮＳを使った情報発信   １２月：しめ縄づくり 

７月： 七夕飾りと流しそうめん    ２月：寒仕込み味噌づくり 

９月：未定 

 

Ⅱ．よりよいキャンプを実現する指導者養成の事業 

昨今のキャンプブームにより、誰もがキャンプを手軽にできる時代が到来し、キャンプ指導

者はますます必要な存在として注目されています。これからも、社会に役に立つ「人づくり」

であるキャンプ指導者養成事業の拡充をはかり、「ビジョン 2025」の実現のために、キャンプの

案内人の養成に努めます。 

 

１． 公認指導者養成 

(１)キャンプインストラクターの養成 

・年２回を計画的に実施し、参加者の拡大をはかる。 

・6月（5/25、6/1-2）、11 月（10/26、11/1-2）に実施 

（２）キャンプディレクター２級養成講習会の準備 

  近畿圏支部協会（滋賀、奈良）と共同で、2025 年度開催に向けて検討、準備する。 

   

２．指導者会員が活動する機会の提供 

 指導者会員が活動する機会を提供する。→自然大好きフェスティバルやグリーンフェアへの出展 
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Ⅲ．キャンプの質の向上につながる研修事業 

１． 第 28 回日本キャンプミーティング（11 月 9日（土））への参加 

今年は、日本全国で活躍しているユースやキャンプ関係者、アウトドア関係者が集う場として企

画、準備されています。 

 

２．安全に関する啓発活動 

「キャンプ安全の日」全国一斉キャンペーンにおいては、安全に関する最新情報を提供し、安全な

キャンプ活動の継続を支援する。 

 

３．キャンプ指導者交流の場 

 キャンプ指導者会員や、キャンプ関連団体の指導者を対象とした新たな学びと研鑽、交流の場と

してキャンプ指導者交流の場を開催する。 

 

Ⅳ．法人事務 

１．諸会議の開催 

(１)総会    (２)理事会 ２回 

(３)常任理事会(４回程度) 

(４)事業委員会 ６回程度 / 指導者養成委員会 ４回程度  

(５)他団体と共同で行う事業に関するもの 

団体名 行事名・日程・場所 

花背山の家 自然大好きフェスティバル 

京都市都市緑化協会 グリーンフェア春・秋 
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京都府キャンプ協会 

２０２４年度収予算書（案） 
 

自 ２０２４年４月 １日 
至 ２０２５年３月３１日 

 
収入の部 

 科   目 ２４予算 ２３決算 ２２決算 ２１決算 摘 要 

１ 会費 430,000 407,000 326,000 348,000  

２ 寄付金 0 0 0 0  

３ 事業収入 919,500 1,306,660 240,040 319,100  

（ａ） （講習会収入） 482,000 652,560 189,790 136,700 例会、講習会 他 

（ｂ） （検定収入） 382,500 566,100 39,250 182,400 イントラ資格取得費用 

（ｃ） (教材収入) 55,000 88,000 11,000 0 イントラテキスト 

４ 雑収入 100 35,012 11 10,005 普通預金利息、他 

５ 補助金 0 0 0 0  

当期収入合計 1,349,600 1,748,672 566,051 677,105  

      
前年度繰越金 1,303,253 1,439,108 1,700,608 1,540,179  

合     計 2,652,853 3,187,780 2,266,659 2,217,284  

支出の部      

１ 会議費 50,000 4,899 22,108 1,695 理事会、総会開催費用 

２ 旅費交通費 50,000 12,106 1,740 3,800 会議、研修会への交通費 

３ 事業費 949,500 1,313,846 294,485 284,484  

（ａ） （講習会費） 482,000 640,771 151,672 53,694 例会、講習会 

（ｂ） （検定支出） 382,500 566,100 123,423 211,830 イントラ申請費用 

（ｃ） （広報印刷費） 30,000 9,515 10,370 18,960 ｱﾆｭｱﾙﾚﾎﾟｰﾄ印刷・封筒 

（ｄ） （教材費） 55,000 97,460 9,020 0 イントラテキスト 

４ 事務費 175,000 462,068 351,066 173,045  

（ａ） （通信費） 90,000 89,567 43,106 69,956 ｱﾆｭｱﾙﾚﾎﾟｰﾄ、案内ﾊｶﾞｷ発送 

（ｂ） （消耗品費） 10,000 4,780 0 3,109 事務用品他 

（ｃ） （消耗備品費） 50,000 47,088 7,960 99,980 デザインソフト 

（ｄ） （ＩＴ関連費） 25,000 320,633 300,000 0 ｳｪﾌﾞｻｲﾄ管理、zoom 会費 

５ 雑費 100,000 91,608 18,152 53,652 団体登録・慶弔費他 

６ 会員交流事業 200,000 0 0 0 会員交流・懇談・新規事業 

当期支出合計 1,524,500 1,884,527 827,551 516,676  

予 備 費 1,128,353 0 0 0  

次 期 繰 越 0 1,303,253 1,439,108 1,700,608  

合 計 2,652,853 3,187,780 2,266,659 2,217,284  
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２０２４、２０２５年度 理事選任（案） 
（敬称略順不同） 

 
協会規約第４章第８条に基づき、理事を選任する。 
（順不同、敬称略） 

 
理事（会長） 神﨑 清一 
理事（副会長）遠藤 浩 
常務理事 小嶋 薫 
理事  中村 三之助 
理事  安田 公一 
理事  濱野 一彦 
理事   宮西 恵津子 
理事    ＊竹川 尚美 
専務理事 中村 彰利 兼事務局長 
 
 
監事 冨江美智子 
監事 藤尾 実 

 
＊は新任 

 
 
 

 
 

２０２４年度 京都府キャンプ協会各委員委嘱 
（敬称略順不同） 

 

 

〇事業委員会（月例会、普及活動） 
  竹川 尚美  濱野 一彦  宮西 恵津子  森下 克徳 （中村 彰利） 

      
〇指導者養成委員会（養成講習会、検定、指導者研修） 
  遠藤 浩  小嶋 薫  濱野 一彦  宮西恵津子  塚原 誠一 （中村 彰利） 
 

 
〇広報担当 （ HP SNS キャンピング  ） 
  小嶋 薫  森下 克徳  中村 彰利 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


